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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 27,861 24.5 1,853 △24.1 2,132 △13.2 1,685 △17.9

2021年３月期第３四半期 22,384 5.7 2,443 48.6 2,457 60.8 2,052 58.0
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 2,497百万円( 30.7％) 2021年３月期第３四半期 1,910百万円( 137.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 204.48 －

2021年３月期第３四半期 249.45 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 42,204 27,501 65.2

2021年３月期 40,403 25,591 63.3
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 27,501百万円 2021年３月期 25,591百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 75.00 75.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期(予想) 75.00 75.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,000 17.5 2,000 △41.1 2,100 △41.3 1,500 △45.0 182.02
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注）詳細は、添付資料８ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料８ページ「会計方針の変更」をご覧ください。
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 8,300,000株 2021年３月期 8,300,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 48,847株 2021年３月期 64,014株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 8,244,204株 2021年３月期３Ｑ 8,226,765株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や経済対策による景

気回復が進む一方で、原油価格の高騰や部材不足の深刻化が下押し要因となり、さらに変異株による感染再拡大や

地政学的リスクの高まりが懸念されるなど、先行き不透明かつ厳しい状況にありました。

このような状況のもと、当社グループは、原材料の調達難や価格高騰に対処し、安定的な製品供給の継続と適正

利益の確保に最善を尽くすとともに、持続的成長に向けて、中長期的な需要を見据えた生産・供給能力の増強、技

術革新が進む自動車・情報電子分野など成長領域での製品開発・販売体制の強化、社会課題の解決を志向した医療

ヘルスケア・エネルギー分野などでの新規事業開発にも積極的に取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、液晶ディスプレイ関連の需要拡大が進む中国市場を中心に販

売が伸びたことに加えて、人民元高に伴い中国子会社業績の為替換算額が増加したこともあり、売上高は278億61百

万円（前年同期比24.5％増）となりました。一方、利益面については、増販効果はありましたが、原油価格の高騰

や需給逼迫に伴う原材料価格の上昇に歯止めが掛からず、コスト削減や価格転嫁に努めておりますが、短期的な収

益性の悪化は避けられず、営業利益は18億53百万円（前年同期比24.1％減）、経常利益は21億32百万円（前年同期

比13.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億85百万円（前年同期比17.9％減）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

＜ケミカルズ＞

ケミカルズについては、売上高246億85百万円（前年同期比21.7％増）となりました。製品別の状況は、以下のと

おりです。

粘着剤関連製品は、中国市場を中心に需要拡大が続く液晶ディスプレイ関連用途向けの販売が伸びたことや、建

材・自動車分野など一般用途向けの販売も回復傾向で推移し、売上高は159億4百万円（前年同期比27.0％増）とな

りました。

微粉体製品は、中国市場での光拡散用途向けの需要が回復したことなどにより、売上高は22億54百万円（前年同

期比12.7％増）となりました。

特殊機能材製品は、中国市場での電子材料用途向けの販売が堅調に推移したことなどにより、売上高は24億71百

万円（前年同期比12.1％増）となりました。

加工製品は、中国市場での機能性粘着テープの販売が自動車内装部材・電子情報機器用途向けで増加したことな

どにより、売上高は40億55百万円（前年同期比13.8％増）となりました。

＜装置システム＞

装置システムについては、資材価格の高騰や調達難など厳しい受注環境にありますが、大型設備工事案件の工事

完成高が増加し、売上高は31億76百万円（前年同期比51.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて18億1百万円増加し、422億4百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金が減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産、棚卸資産が増加したことなどに

より、前期末に比べ9億47百万円増加し、255億48百万円となりました。

固定資産は、投資有価証券が減少したものの、有形固定資産が増加したことなどにより、前期末に比べ8億53百万

円増加し、166億56百万円となりました。

一方、負債については支払手形及び買掛金、長期借入金が増加したものの、未払法人税等、契約負債等その他流

動負債が減少したことなどにより、前期末に比べ1億9百万円減少し、147億2百万円となりました。

当期末における純資産は、利益剰余金、為替換算調整勘定が増加したことなどにより、前期末に比べ19億10百万

円増加し、275億1百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末63.3％から1.9ポイント増加し65.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年10月28日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,100,229 5,272,066

受取手形及び売掛金 8,093,262 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 8,937,179

電子記録債権 2,662,047 2,445,751

有価証券 3,500,000 3,500,000

商品及び製品 3,049,866 3,773,821

仕掛品 69,899 89,421

原材料及び貯蔵品 910,180 1,095,264

その他 223,067 443,555

貸倒引当金 △7,709 △8,416

流動資産合計 24,600,844 25,548,644

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 15,430,876 15,888,079

減価償却累計額 △8,464,374 △8,897,889

建物及び構築物（純額） 6,966,502 6,990,190

機械装置及び運搬具 19,174,992 19,960,345

減価償却累計額 △14,921,107 △15,848,656

機械装置及び運搬具（純額） 4,253,885 4,111,688

土地 1,348,183 1,338,122

使用権資産 618,007 674,687

減価償却累計額 △143,049 △166,309

使用権資産（純額） 474,958 508,378

建設仮勘定 183,061 1,374,441

その他 2,883,457 3,141,929

減価償却累計額 △2,157,070 △2,373,703

その他（純額） 726,386 768,226

有形固定資産合計 13,952,978 15,091,047

無形固定資産

その他 386,321 348,185

無形固定資産合計 386,321 348,185

投資その他の資産

投資有価証券 381,978 75,522

繰延税金資産 943,882 985,670

その他 241,974 267,620

貸倒引当金 △104,260 △111,820

投資その他の資産合計 1,463,576 1,216,993

固定資産合計 15,802,876 16,656,227

資産合計 40,403,720 42,204,871
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,636,408 7,121,940

電子記録債務 553,027 945,730

短期借入金 943,481 1,062,193

1年内返済予定の長期借入金 120,000 －

未払法人税等 699,872 237,986

賞与引当金 687,512 313,075

役員賞与引当金 69,000 41,250

完成工事補償引当金 1,300 4,400

工事損失引当金 324 1,131

その他 3,283,133 1,493,377

流動負債合計 11,994,061 11,221,085

固定負債

長期借入金 1,000,000 1,655,634

退職給付に係る負債 1,793,815 1,799,812

その他 24,673 26,442

固定負債合計 2,818,488 3,481,888

負債合計 14,812,550 14,702,974

純資産の部

株主資本

資本金 3,361,563 3,361,563

資本剰余金 3,391,491 3,402,662

利益剰余金 18,272,686 19,342,731

自己株式 △76,568 △58,455

株主資本合計 24,949,173 26,048,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 63,130 3,672

為替換算調整勘定 566,820 1,424,990

退職給付に係る調整累計額 12,045 24,732

その他の包括利益累計額合計 641,996 1,453,395

純資産合計 25,591,170 27,501,897

負債純資産合計 40,403,720 42,204,871
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 22,384,921 27,861,411

売上原価 14,779,162 20,233,014

売上総利益 7,605,758 7,628,397

販売費及び一般管理費 5,161,916 5,774,554

営業利益 2,443,841 1,853,842

営業外収益

受取利息及び配当金 29,817 33,168

為替差益 52,275 219,291

補助金収入 47,627 48,228

雑収入 37,020 43,140

営業外収益合計 166,741 343,829

営業外費用

支払利息 37,460 37,102

貸倒引当金繰入額 94,860 －

雑損失 20,757 27,723

営業外費用合計 153,078 64,825

経常利益 2,457,504 2,132,846

特別利益

固定資産売却益 1,540 16

投資有価証券売却益 106,409 64,899

特別利益合計 107,949 64,915

特別損失

固定資産除売却損 22,787 22,897

投資有価証券売却損 37 8,753

特別損失合計 22,825 31,651

税金等調整前四半期純利益 2,542,628 2,166,110

法人税等 490,445 480,317

四半期純利益 2,052,183 1,685,793

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,052,183 1,685,793
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 2,052,183 1,685,793

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23,517 △59,458

為替換算調整勘定 △133,350 858,169

退職給付に係る調整額 14,787 12,687

その他の包括利益合計 △142,080 811,398

四半期包括利益 1,910,102 2,497,192

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,910,102 2,497,192
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、第１四半期連結会計期間より装置システムセグメントにおける収益認識のうち、一定の期間にわ

たり充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積もり当該進捗度に

基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。また、期間がごく短い工事については、「収益認識に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基 準適用指針第30号)第95項に定める代替的な取扱いを適用し、一定の期間に

わたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識することとしております。なお、履行義務

の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する実際原価の割合(インプット法)で算出しておりま

す。また、ケミカルズセグメントにおける収益認識については、「収益認識に関する会計基準の適用指針」(企業

会計基準適用指針第30号)第98項に定める代替的な取扱いを適用し、国内販売においては、出荷時から製品の支配

が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるとして、出荷時に収益を認識しております。一方で、輸出

販売においては主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時に収益を認

識しており、従来の方法より変更はございません。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変

更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高

外部顧客への売上高 20,291,313 2,093,607 22,384,921 － 22,384,921

セグメント間の
内部売上高又は振替高

232 14,700 14,932 △14,932 －

計 20,291,546 2,108,308 22,399,854 △14,932 22,384,921

セグメント利益 2,328,094 40,480 2,368,575 75,266 2,443,841

(注)１．セグメント利益の調整額75,266千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高

外部顧客への売上高 24,685,309 3,176,102 27,861,411 － 27,861,411

セグメント間の
内部売上高又は振替高

284 209,472 209,757 △209,757 －

計 24,685,594 3,385,574 28,071,169 △209,757 27,861,411

セグメント利益 1,538,824 340,230 1,879,054 △25,212 1,853,842

(注)１．セグメント利益の調整額△25,212千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


